
旧 重 富 島津家別 邸 主 屋
きゆうしげとみしまづ けべつていしゆおく

所 在 地：鹿児島市清水町 18

構造規模：木造平屋建，瓦葺，面積 281㎡

竣 工：明治後期（明治前期に移築）

旧大名家の上質な別邸建築で，各室内には銘木を

使い，意匠も優れた座敷飾を備える。

明治前期に現肝付町に建てられた島津家本家別邸

を明治 39年頃に移築したと伝える。

登録有形文化財 46-0110 平 26.4.25登録

登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの

旧 重 富 島津家別 邸 石 塀
きゆうしげとみしまづ けべつていいしべい

所 在 地：鹿児島市清水町 18

構造規模：切石布積上にイギリス積の煉瓦塀

総延長 24ｍ

竣 工：明治後期（明治前期に移築）

石積基礎に煉瓦塀を積み上げ，淺瓦葺きとする。

高低も変えており，重厚な形式ながら変化のある

景観を創る。

登録有形文化財 46-0111 平 26.4.25登録

登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの


